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本資料は 2019 年 2 月 14 日にチューリッヒで発表されたメディアリリースの翻訳版（要旨）です 

 

2018 年通期および第 4 四半期業績 

3 年間のリストラクチャリングを完了、通期では 2014 年以来となる

税引後利益 21 億スイス・フランを達成 

 

2018 年通期のハイライト: 

 グループの通期の税引前利益は 34 億スイス・フランと、2017 年の 18 億スイス・フラ

ンから 90％増加しました。 

 調整後ベース*税引前利益は前年比 52％増の 42 億スイス・フランとなりました。 

 2018 年通期の株主帰属純利益は 21 億スイス・フランで、2014 年以来となる通期での

税引後利益を計上しました。希薄化後 1 株当たり利益は 0.78 スイス・フランとなりま

した。 

 2018 年通期の調整後ベース*営業費用は 165 億スイス・フランで、2018 年末までに 170

億スイス・フランに収めるとする基本目標を達成しました。2015 年末以来の純費用削

減額の合計は 46 億スイス・フランで、削減目標の 42 億スイス・フランを 11％上回り

ました。 

 ウェルス・マネジメント事業における 2018 年通期の新規純資産の合計は、四半期毎の

資産流入の結果、344 億スイス・フランとなりました。これにより、新規純資産はグル

ープ合計で前年比 49％増の 565 億スイス・フランとなりました。 

 ストラテジック・リゾリューション・ユニット（SRU）は、最終目標を上回る成果とと

もに無事閉鎖を完了しました。通期の調整後ベース*税引前損失は、2016 年の 30 億米

ドルに対し 13 億米ドルとなりました。2019 年の調整後ベース*税引前損失はさらに減

少し、5 億米ドル程度と見込んでいます。 

 資本基盤は底堅く、CET1 比率は 12.6％、ルックスルーのティア 1 レバレッジ比率は

2018 年第 3 四半期末の 5.1％から 5.2％に上昇しました。 

 2018 年 12 月に自社株買いを発表し、2019 年は最大 15 億スイス・フランの枠が承認

されました。市場環境や経済環境によりますが、少なくとも 10 億スイス・フラン程度

を見込んでいます。2019 年 1 月には 1,390 万株（1 億 7,000 万スイス・フラン相当）

を買い戻しました。  



Media Release 

 

Page 2 14 February, 2019     

  

2018 年第 4 四半期のハイライト: 

 第 4 四半期の調整後ベース*税引前利益は 2013 年以降の同期比較で最高益となりまし

た。調整後ベース*税引前利益は 8 億 4,600 万スイス・フランと、前年同期比 49％増と

なりました。報告ベースの税引前利益は 6 億 2,800 万スイス・フランとなり、前年比で

4 倍以上増加しました。 

 調整後ベース*税引前利益を 11 四半期連続で計上し、9 四半期連続で前年同期の当該利

益を上回りました。 

 第 4 四半期の調整後ベース*営業費用は、過去 5 年で最も少ない 39 億スイス・フラン

となりました。 

 ウェルス・マネジメント事業の第 4 四半期の新規純資産合計は 6 億スイス・フランを

計上しました。アジア太平洋地域のプライベート・バンキング部門が大幅なレバレッジ

の解消にもかかわらず 12 億スイス・フラン、IWM
1
プライベート・バンキング部門が 5

億スイス・フランを獲得したものの、SUB
2
プライベート・クライアント部門では、季節

要因により 11 億スイス・フランの流出となりました。 

 第 4 四半期のウェルス・マネジメント事業関連の新規純資産合計は 34 億スイス・フラ

ンとなり、第 4 四半期末時点の運用資産合計は 1 兆 3,500 億スイス・フランとなりま

した。 

 第 4 四半期の株主帰属純利益は 2 億 9,200 万スイス・フランで、これには税負担の大

幅な増加が反映されています。この税負担は、実効税率の上昇と、米国の税源浸食濫用

防止税（Base Erosion and Anti-Abuse Tax（BEAT））の影響（6,500 万スイス・フラン）に

よるもので、この結果、2018 年の実効税率は 40％でした。 

 

* 本メディアリリースで参照している調整後の業績は非 GAAP の財務指標で、当社が公表した業績に含ま

れる営業権の減損やその他収益および費用の一部が除外されたものです。経営陣は、実質的な業績とは関

連しないと考えられる上記の項目を除外した調整後の業績が、グループ及び各事業部門の業績を長期に渡

り一貫して評価する上で有効であると考えています。直接的に最も比較可能な米国 GAAP 財務指標に対す

る調整後業績の照合についてはオリジナル英語版メディアリリースの Appendix Page A-3 をご参照くださ

い。 

本資料はクレディ・スイスグループが発表したメディアリリースの翻訳版（要旨）です。メディアリリー

スの正確な内容はクレディ・スイスグループのウェブサイトに掲載されたオリジナル版をご参照ください。 
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